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【令和５(2023)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 期待以上の成果があった 

〇 A 期待どおりの成果があった 

 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

本研究は、セマフォリン関連分子に焦点をあてて神経免疫代謝の相互関連の分子機構の解明を目指

すものである。 

（意見等） 

 神経免疫代謝を司る制御分子による免疫・炎症細胞活性化・分化制御の解明、及びセマフォリン関連

分子の発現異常の疾患病態への関与の解明とその制御について多くの成果を上げ、当初の目標を達成

した。具体的には、多発性硬化症、SLE、好酸球性副鼻腔炎、肥満などの病態へのセマフォリンの関与

を示し、そのメカニズムの一部を明らかにした。さらに、がん免疫療法やがん分子標的薬の治療効果改

善につながる発見もあり、分野の進展に貢献したと評価できる。 


